


 受注高・売上高・営業利益ともに第3四半期連結累計で過去最高

 受 注 高：東アジアの半導体・液晶パネル業界、世界的に活発なeコマース関連の設備投資が寄与

 営業利益：主にダイフク単体の増収と原価改善で大幅に収益力が向上
半導体・液晶パネル関連の東アジア現地法人も好調

平成30年3月期第3四半期概況

（億円）
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H29/3期3Q H30/3期3Q
対前年
同期比

受注高 2,470.6 3,875.4 +56.9％

売上高 2,243.2 2,921.6 +30.2％

営業利益 163.0 279.7 +71.6％

経常利益 166.0 290.1 +74.8％

親会社株主に帰属する四半期純利益 122.0 203.1 +66.5％

包括利益 60.6 238.6 +293.8%

平成30年3月期第3四半期業績（連結）

1株当たり四半期純利益 100.24円 166.23円

為替レート（1US$当たり） 108.85円 111.80円
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（億円）



受注高
（外部顧客への受注高）

売上高
（外部顧客への売上高）

セグメント利益
（親会社株主に帰属する四半期純利益）

H29/3期3Q H30/3期3Q H29/3期3Q H30/3期3Q H29/3期3Q H30/3期3Q

ダイフク 1,241.6 1,741.9 1,017.5 1,328.9 72.3 154.1

コンテック 116.9 121.7 113.2 112.8 3.5 6.5

DNAHC※1 546.3 897.9 593.6 741.2 33.1 21.5

DPM※2 91.3 86.8 89.1 86.8 0.5 0.6

その他 474.3 1,026.8 455.0 677.1 12.5 32.3

連結調整等 - - ▲25.3 ▲25.4 ▲0.1 ▲12.2

合計
（調整後）

2,470.6 3,875.4 2,243.2 2,921.6 122.0 203.1

※1 DNAHC = Daifuku North America Holding Company
※2 DPM = 株式会社ダイフクプラスモア

報告セグメントの業績
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連結貸借対照表

H29/3期
期末

H30/3期
3Q

増減額

流動負債 1,260.6 1,371.1 +110.5

仕入債務 591.1 676.3 +85.1

短期借入金 216.4 138.1 ▲78.3

その他 453.0 556.7 +103.6

固定負債 351.3 435.8 +84.5

長期借入金・
社債 181.2 268.3 +87.1

その他 170.0 167.5 ▲2.5

負債合計 1,611.9 1,807.0 +195.1

株主資本 1,366.9 1,727.6 +360.7

資本金 150.1 318.6 +168.4

その他の包括利益
累計額 23.9 56.8 +32.8

非支配株主持分 32.4 34.6 +2.1

純資産合計 1,423.4 1,819.1 +395.7

負債純資産
合計

3,035.4 3,626.2 +590.8

H29/3期
期末

H30/3期
3Q

増減額

流動資産 2,224.6 2,775.0 +550.4

現金及び預金 648.0 789.8 +141.8

売上債権 1,240.0 1,537.5 +297.5

棚卸資産 228.5 304.5 +75.9

その他 108.0 143.0 +35.0

固定資産 810.7 851.1 +40.4

有形固定資産 335.8 348.8 +12.9

無形固定資産 154.3 141.3 ▲12.9

のれん 98.8 89.9 ▲8.8

その他 55.4 51.4 ▲4.0

投資その他の
資産 320.5 360.8 +40.3

資産合計 3,035.4 3,626.2 +590.8
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連結業種別受注高・売上高

業種

受注高 売上高

H29/3期3Q H30/3期3Q H29/3期3Q H30/3期3Q
受注高 構成比 受注高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

自動車および
自動車部品

378.3 15.3% 516.3 13.3% 412.6 18.4% 519.5 17.8%

エレクトロニクス 829.7 33.6% 1,599.1 41.3% 654.8 29.2% 1,069.5 36.6%

商業および小売業 514.2 20.8% 722.2 18.6% 366.8 16.4% 541.2 18.5%

運輸・倉庫 157.0 6.4% 118.1 3.0% 139.0 6.2% 142.8 4.9%

機械 53.6 2.2% 61.6 1.6% 56.5 2.5% 46.9 1.6%

化学・薬品 110.9 4.5% 107.1 2.8% 151.4 6.7% 105.8 3.6%

食品 130.9 5.3% 56.3 1.5% 87.1 3.9% 88.4 3.0%

鉄鋼・非鉄金属 27.0 1.1% 32.0 0.8% 27.6 1.2% 24.2 0.8%

精密機器・
印刷・事務機

33.4 1.4% 68.4 1.8% 33.9 1.5% 31.7 1.1%

空港 130.4 5.3% 362.7 9.4% 210.1 9.4% 212.2 7.3%

その他 104.8 4.1% 231.2 5.9% 102.9 4.6% 138.9 4.8%

合計 2,470.6 100.0% 3,875.4 100.0% 2,243.2 100.0% 2,921.6 100.0%
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地域別受注高の推移

（億円）

H27/3期3Q

1,374億円

H28/3期3Q

1,870億円

748 935 922 1,115 

576 
756 555 

894 626 

909 
849 

1,685 

116 

46 
58 

64 

54 

158 
84 

116 
65% 67%

63%
71%

その他

欧州

アジア

北米

日本

海外受注高比率

H29/3期3Q

1,547億円海外合計

6

H30/3期3Q

2,760億円



地域別受注高
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地域 国名

H27/3期3Q H28/3期3Q H29/3期3Q H30/3期3Q

受注高 構成比 受注高 構成比 受注高 構成比 受注高 構成比

日本 748.8 35.3% 935.4 33.3% 922.9 37.4% 1,115.1 28.8%

北米 576.7 27.1% 756.2 27.0% 555.6 22.5% 894.1 23.1%

アジア

626.8 29.5% 909.0 32.4% 849.0 34.4% 1,685.2 43.5%

中国 180.0 8.5% 359.9 12.8% 329.6 13.4% 991.6 25.6%

韓国 303.3 14.3% 278.4 9.9% 261.8 10.6% 490.1 12.6%

台湾 58.3 2.7% 175.9 6.3% 180.6 7.3% 107.0 2.8%

その他 85.0 4.0% 94.7 3.4% 76.9 3.1% 96.3 2.5%

欧州 116.5 5.5% 46.3 1.7% 58.1 2.3% 64.7 1.6%

中南米 31.2 1.5% 53.1 1.9% 16.1 0.6% 43.4 1.1%

その他 23.1 1.1% 105.2 3.7% 68.6 2.8% 72.7 1.9%

合計 2,123.3 100.0% 2,805.5 100.0% 2,470.6 100.0% 3,875.4 100.0%

（億円）



H27/3期3Q
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地域別売上高の推移
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地域別売上高
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地域 国名

H27/3期3Q H28/3期3Q H29/3期3Q H30/3期3Q

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

日本 647.3 34.7% 773.8 32.8% 792.3 35.3% 951.6 32.6%

北米 535.8 28.8% 608.2 25.7% 545.5 24.3% 693.8 23.7%

アジア

516.0 27.7% 761.7 32.2% 709.9 31.7% 1,071.8 36.7%

中国 209.2 11.2% 252.7 10.7% 223.2 10.0% 485.1 16.6%

韓国 182.1 9.8% 267.0 11.3% 219.6 9.8% 386.8 13.3%

台湾 37.9 2.0% 155.9 6.6% 194.4 8.7% 131.9 4.5%

その他 86.6 4.6% 86.0 3.6% 72.6 3.2% 67.9 2.3%

欧州 120.3 6.5% 79.8 3.4% 61.2 2.7% 71.5 2.4%

中南米 25.9 1.4% 22.0 0.9% 28.9 1.3% 49.3 1.7%

その他 17.4 0.9% 117.6 5.0% 105.1 4.7% 83.3 2.9%

合計 1,863.0 100.0% 2,363.4 100.0% 2,243.2 100.0% 2,921.6 100.0%

（億円）



サービス売上高の推移

※サービス売上高

納入したシステム・製品を対象にした、保守・
メンテナンス、リニューアル、改造工事などによ
る売上高

H27/3期3Q H28/3期3Q

対前年
成長率 19％9％
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H30/3期3Q
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平成30年3月期業績予想 （連結）

H29/3期
通期

H30/3期通期（予想）

5/11
公表

8/8
公表

11/10
公表

2/9
修正公表

対前年
同期比

受注高 3,565 3,900 4,400 4,900 4,900 +37.4%

売上高 3,208 3,800 3,950 4,100 4,100 +27.8%

営業利益 230 266 300 370 390 +68.8%

経常利益 237 274 310 380 400 +68.3%

親会社株主に帰属する
当期純利益 167 190 210 260 270 +61.2%

配当金
(内、中間）

42円 47円 52円 62円 65円
+54.8％
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当期の配当
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65

12

年間配当予想を過去最高の65円へ

平成30年3月期の業績予想および「連結配当性向30％」を目指す方針に基づき、期

末配当を11月10日公表予想から3円引き上げ、40円とすることを決議しました。

（円）



受注高、売上高の四半期ごとの推移
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受注残の推移
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①

23%

②

45%

③

29%

④

3%

内容 目的
投資予定

金額
完了予定

年月

①大阪本社
新事務棟の建設・設備
投資

・老朽化対応
・設計力・ソフトウエア
開発力強化*1

51億円
2020年

9月

②滋賀事業所他 製造設備他
・生産能力の維持・向上
・業務効率化

101億円
2021年

3月

③DNAHC 工場建設・製造設備他 米国事業拡大*2 64億円
2021年

3月

④その他 借入金返済 - 7億円 -

223億円

*1 人材の集めやすい大都市圏・大阪に新事務棟を建設。競争力の源泉となる設計・ソフトウエア部門を強化。

*2 主に、Wynright Corporationの工場建設に充当。内製化を進め、収益性改善を図る。

新株式発行・自己株式処分で223億円の設備投資（平成29年12月）

www.daifuku.com/jp/ir/news/2017

本増資等に関する当社ニュースリリースはこちらをご覧ください。

http://www.daifuku.com/jp/ir/news/2017/
http://www.daifuku.com/jp/ir/news/2017
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12.6%

15% 以上

H29/3期 H30/3期見込み

R O E資 本 金 純 資 産

目標

10％ 以上

時 価 総 額

背景：ダイフク単体では有利子負債が現預金を上回る → 借入より増資を選択

方針：グループ各社のバランスシートに応じた機動的な調達・投資

資本政策について

自己資金を厚くし
発行体格付向上へ

利益率向上によって
ROE向上を図る

1年で時価総額3倍
平成30年1月 初の1兆円超え

Ｈ29年1月 Ｈ30年2月

3,126億円

1兆円

AA-

150億円 318億円

1,423億円
1,819億円

H29/3期 H30/3期3Ｑ

発行体格付



© 2018 Daifuku Co., Ltd.

将来の見通しに関する注意事項

本資料に記載されている将来の業績に関する目標、信念、計画等は、過去の事実ではなく、最新の情報から判断した経営陣の想定や信念に基づく事業見通しであり、潜在的なリスクや不確定要素を含

んでいます。実際の業績は、さまざまな重要要素により、記載された見通しと大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要要素としては、1）当社グループの経営

環境における消費者動向および経済情勢、2）米ドルその他の通貨建ての売上・資産・負債に対する円為替レートの影響、3）コスト上昇や販売の抑制につながる安全その他に関する法令等の規制強

化、4）災害・戦争・テロ・ストライキ・疾病等の影響などが含まれます。なお、当社グループの業績に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。


